（注意）

・「◎年間の販売台数と金額推移」の表中の数字及び  ,（カンマ）はすべて半角とします。

・上記以外の数字などの半角・全角は自由です。

◎昨年度の販売状況と今後の販売企画

　景気が後退すると、やはり中古車の販売台数は伸びる傾向にありますが、昨年度も一昨年度に引き続き、販売台数、金額とも順調に増加しました。昨年度は特に若い世代が自分の欲しい高級車を中古で手に入れる、というパターンが顕著だったようです。また、車を生活の必需品と考える人も多く、多くの年代で新車よりも安く購入できる中古車を選ぶ人が増えつつあります。

　今後、より多くの顧客を獲得するためには、チラシやのぼりを使って地域にアピールし、展示の方法も人気の車種を前面に出すなど工夫する必要があります。近年消費者の選択眼もより厳しくなっているので、消費者の要求を的確に把握して商品揃えに反映し、より安く提供することが求められています。

◎車種の特徴

	セダン
	高級感や運転時の安定性を求める人におすすめのタイプ。車の中で最もベーシックなタイプで居住性が高い。山道や高速道路などでの走りも安定していて、操作性、燃費もよい。

	ファミリーワゴン
	家族でドライブ、大人数を乗せて出かけるなどの機会が多い人におすすめのタイプ。室内が広く、ウォークスルーなど家族が楽しめる工夫がされていて居住性がよい。また、長距離の運転にも適している。燃費、山道での走行などはあまりよくない。

	スポーツ
	スポーツタイプの車は外装のデザインが特によい。操作性が高く、純粋に運転を楽しむことができ、山道や高速道路での走行にも適している。燃費や居住性はよくないが、加速のパワーは抜群である。

	軽自動車
	セカンドカーや日常の足代わりに使いたい人には特におすすめのタイプ。一昔前に比べて多種多様なタイプの軽自動車が登場している。燃費がよいが、特に後部座席の居住性はあまりよくない。内装にも工夫のあるものが多い。小回りがきき、街中など短い距離の走行に適している。


◎年間の販売台数と金額推移
台数：台　金額：万円
	
	1999年度
	2000年度
	2001年度
	2002年度
	2003年度

	
	上半期
	下半期
	上半期
	下半期
	上半期
	下半期
	上半期
	下半期
	上半期
	下半期

	販売台数
	144
	156
	147
	160
	150
	162
	160
	172
	168
	184

	金　　額
	14,112
	15,288
	14,406
	15,680
	14,700
	15,876
	15,680
	16,856
	16,464
	18,032


◎アンケート集計結果
　来店したお客様を対象におこなったアンケートでは、下記のような結果となった。

　（対象者　２０代：５０人、３０代：８０人、４０代：６０人、５０代：４０人）
①欲しい車のタイプは？


セダン
ファミリーワゴン
スポーツ
軽自動車


２０代
　２人
２０人
１７人
１１人


３０代
２８人
４２人
　６人
　４人


４０代
２７人
２４人
　７人
　２人


５０代
１８人
　８人
　９人
　５人
②現在乗っている車の種類は？


セダン
ファミリーワゴン
スポーツ
軽自動車
持っていない


２０代
１３人
１１人
　２人
１６人
　８人


３０代
１６人
３０人
　８人
２２人
　４人


４０代
２３人
１９人
　９人
　６人
　３人


５０代
１９人
１３人
　５人
　２人
　１人
③中古車選びで重視するポイントは？（複数選択可）

　項　目
２０代
３０代
４０代
５０代


価格
３０人
４８人
３２人
２４人


乗り心地
２０人
４２人
２７人
２６人


外観
３５人
３５人
２５人
１０人


排気量
２７人
３９人
２９人
２８人


内装
１８人
３８人
１９人
　８人


付属装備
１６人
２２人
１８人
　５人

《イメージ図》

☆以下の図形をほぼ同じ大きさで作成しなさい。

　　　　【図形１】　　　　　　　　【図形２】　　　　　　　 【図形３】











